
(7) 政府紙幣は，明治年聞は太政官札，民部省札，大蔵省党

換証券，開拓使党換証券と，これらの振替えに発行された

新紙幣，繰換発行された予備紙幣と，さらにこれらの再振

替えに発行された改造紙幣の合計額。大正年聞は補助銀貨

代用に発行された印銭.20銭紙幣。昭和13年以降は臨時通

貨法によるもので.50銭紙幣であるが，その様式は再三変

更きれている。

27 国際収支

(1) 国際収支統計は調査が非常に複雑であり，貿易外につい

ては明治34年以前の調査はなL、。調査方法の変更に即して，

明治34年以降を8時期に区分して掲示せざるを得なかっ

た。時期が異なるときには，同一名称項目でも内容の異な

ることがある。

(2) 国際収支統計は原則として属地主義によっている。

(3) 貿易収支額は貿易統計の輸出入額と異なる。貿易統計が

輸出入の手続に即して把揮するのに対して，国際収支の貿

易収支は国際決済の側面で把握するので，時期的ズレがあ

り，また輸送費を貿易収支と別個に貿易外収支として計算

するので，輸出額と受取勘定は近い価額となるが，支払勘

定と輸入額とは著しい差異を示し，輸入額は輸送費相当額

に近い価額だけ多く計算される。

似) 終戦前の貿易外収支では，海運関係収入が同支払を超過

しこの超過が貿易収支の支払超過をカパーする関係にあ

ったが，終戦後は総じて運輸の受払いが払超となり，政府

取引きの受趨によってこれをカバーする関係がみられる。

政府取引受超は講和前は贈与であり，講和後は主として国

際機関からわ借入金である。
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28 州別槍出入

(1) 国際収支が貿易収支と貿易外収支の関連を明らかにしつ

つ，対外的資金移動を網羅することを特色とするが，貿易

収支の内容を明らかにしないので，貿易内容を知るために

三様の輸出入統計を採録した。

(2) 地域別貿易の概要を知るために州別の統計を掲示した

が，州の区分は時代によって異同があるので利用上の注意

が必要で司ある。なお大正3年以前の州別合計は主要国によ

るものである。

(3) ハワイは昭和26年まで大洋州に，同27年以降は北アメリ

カ州に算入，ソ連領アジアは昭和27年以降はヨーロッパ州

に算入。 トルコはアジア州に算入。

29 内外地別槍出入

(1) 通常，輸出入貿易統計は内地からの輸出，内地への輸入

の数量，金額を示し，朝鮮，台湾の貿易を含まなし、。その

ため朝鮮，台湾との関係を移出，移入として配慮して貿易

の全貌をみようとするものである。

30 主要商品別輸出入

(1) 輸出入の内容説明の方法として，主要商品の輸出入額を

示したが，主要商品の選別については，前期を第l次世界

大戦後までとして，明治20年ごろと大戦後で貿易額の多い

商品をとり，後期を第 1次世界大戦後として.大戦時と最

近とで貿易額の多い商品をとった。

Ir 年 表

1. この年表は，財政・金融・経済に関する事項を主体として作成したものであるo

2. 議会の会期の「開」は召集日， r閉」は会期終了日. r解」は解散日を示す。

3. 項目の前のアラピヤ数字は，月を示すo

4. 明治5年までは，国外の事件を除き太陰膳によっているo



商産隼毎年 内閣 班相 蛾 会 財政・金融・経済 一 般 霞塵 2字毎年 内閣 蔵相 • 会 財政・金融・最涜 一 般
一一一一一一一一一1867慶応 3 12 金穀出納所設置 10 大政奉還 1874明治 7 S 草食悌.jI換公{賞証書発行条例-(t告 5 k獄、神戸間鉄道開通

8 附・~処罰IJ制定、郵便貯金制度を設定 6 北海道屯HH毛制度創設
1868明治 1 2 金穀出納所廃止、会計事務局設置 3 五笛条の御奮文発布 10 縛;..rt取引所条例公布

(慶応 4) 4 貨幣改鋳の裁きまる。造幣局設置の 4 江戸城明渡し

方針確実となる 1875明治 8 2 納税改宣車実地 111純!従11:1，55揃 4 ~政汀職指tJt攻 11-:、尺;!:院 (.lì:訟)大
間4会計事務局廃止、会計官設置(太政 S i柄鰍ねtQIJ制定、免許料を!発 L派遣常 容院(IrJi);)をJ¥t;li

官職情fJ制定による) 総統に改む 5 r刈樽 }'(~f喚条約調HJ
5 酒造規則制定、酒造税規定 7 江戸を東京と改称 4 米麦輸出解禁
5 太政官札発行(5種) 9 明治と改元 6 郵便蒸気船会H.解散fiif{l・船舶を.菱

再調会に無償ド渡し
1869明治 2 4 佐渡鉱山を官営とする S 東京遷都 7 家線、賞典械の司馬週1f.II:め(J益金公f貧

6 政府貸下金により東京為替会社開業 6 版籍奉還、藩主を各知藩事に任命 約1，650lj円、現金減1，9301jl11に迷す
大蔵卿 7 開拓史を設置 9 .家禄、賞典燥を金繰に改む 11 徴兵令改正、 l吋i込伴1乙j'議を保111
松平慶永 7 会計官廃止、大蔵省設置

ヤ明ー‘F司守・4・一一一一一一『 一一一 一一一一一-一一一一一
(明27) 9 K部省札の発行を布告 11 スエズ運河開通
明2.8

1876明治 9 S 彩、なの-:11'銀行制ウ:

S 大蔵省、出納条例制定
1870明治 3 大蔵卿 4 9分手IJ付外債 100万ポンド発行(488 8 新岡江銀行条例骨ij';' ¥銀行券売H条

伊達宗城 万円、運輸殖産振興) 件緩和、 1t換の義務を解<)
(明29) 6 神間孝平「阻組改革」建議
明4.4 7 大蔵省に出納、用度、営緒、造幣、組税、 7 普{ム戦争はじまる

8 11:被公f実証書発行:条例布子d'ぷ妹、賞 9 Jじ在院 '::~i);起静:を命ずる
典被処分のため11.恵7，290)jfll交付党 9 大阪、広都It.Il$1.;Jn:開通

t:i替の 6可と度量衡改正掛を置く 行) 10 熊本神風迎乱・ 111欣m海上乱・縦書L
11 新貨幣品位量目確定、 1円銀を本位 相次いで発'j:

iT幣とする 一
12 卒、士族の帰農帰商出願者に対する 12 最初Jの日刊紙「横浜41j:日新聞」創刊 1877明治 10 1 池科1の組E本を3/100から2.5/100に際 2 洲市'の役始まる(9 Jj平~)

賜金制度設置、禄額 5年分 減

S 足尾jJaj山払下げ
1871明治 4 5 新w条例を布告 7 I亮潜置県、知落事を廃し県知事を中 5 第十五国立銀行欄業(大1他省、借入 4 東京大小開設

大蔵郷 央で任命

大久保利通 7 I日藩札引換を布告 7 太政官官制改正、太政大臣、左右大臣、
契約結ぶ) 5 博愛H(赤十字の前身)設な

8 j怯備金運用規則制定 11 京浜附に電持活試紋

(明46) 9 '1仔吏の歳禄制を月給制lに改む 参議の三職を置く(左院は立法機関、
明6.10 10 大蔵省党換証券の発行を布告 右院は行政機関) 1878明治 11 5 起業公f黄海E喬発行条例制定(1，250h 3 持吋u{:f会開会

12 新紙幣発行の主旨を布告 9 散髪・制服・廃刀許可 円募集) 5 パリJilitl博覧会に参加l

6 第ー .1五!立銀行、1i$.IIJに支山設;質
1872明治 5 1 開拓使告と換証券の発行を布告 7 日米条約中関税改定約書調印J(l31j'. 4 

1 大蔵省、東京府へ地券発行、地組収納 j]批准番交換、英国反対で実ぬき iL
規則を達す、各府県下無税市街地に ず)
も施行 12 紙幣対を印刷局と改称

2 ゴ・3也永代売買解禁 12 堺紡績所払下げ 12 参謀本部設援
主:
与;

ち

4 新紙幣発行、旧藩ネしの交換開始 4 日曜休暇布fJを決める
6 準備金規則制定 1879明治 12 8 官省札、新紙幣と交検完了 4 t此球滞嫌11:・ iq'縄県設置
6 第一国立銀行設立願出(6年8月開業) 12 横ー浜正金銀行設立認可(13年2月開業)
7 大蔵省達、全国に地券交付

8 組税寮内に地組改正局設置 8 学毛布nJ領荷i
10 官営の富岡製糸場開場 9 東京積浜問鉄道開通式挙行

1880明治 13 a・・・・・_---------- 3 太政干ずに会計検交腕設置(大蔵省中 S 大限強制、 l司会開設の葱.見欝提出大蔵~íP
佐野常民 検fi:J.. jl発止)

10 償浜為替会社、第二国立銀行に改業

願111(7年 8月開業) (明132)
3 毎年3月を歳計予定期として期前に

明14.10 大蔵省に概算脊.1:脊を命令(14年か
11 国立銀行条例公布(父換銀行券発行、 11 太陽暦採用 ら実施)

不換紙幣整理をめざす) 12 徴兵令を定む(常備軍制度確立) 3 東京貯蓄銀行設江

6 備荒儲蓄法制定(l4.fJ・ 1J11i&1 I") 7 If山よー公1Ii
1873明治 6 7分利付外債240万ポンド発行(秩禄 1 徴兵令公布 9 r荷造税規制定、消傾税RIJ廃止

奉還者の就業資金) 2 仇討ち禁止 11 紙幣消却元資増加のための楠税とi玉i
3 新|日公債証書発行条例布告(藩{責処分 庫支出節減に着手
3 金札引換公債証書発行(財政整理、 4 上野公園設置

-------_--ー・・ ・・・rg'札回収) 5 台湾征討憲、台湾平定 1881明治 14 大蔵卿 4 会計法、歳入科目制定 東京大火 (lJj5fr焼失)
6 大蔵省、金庫出納事務取扱を第一国 松方丑:義 9 証券発行規則制定 10 同会開設の勅論

立銀行に委託

6 初めて会計見込表(歳出入予算表)
(明1410) 11 日本鉄道会社設立認可 10 n由党結党式主体行(総環・紋知;退助)
明18.12 。この年地組改正事業完 f

を作る(歳計予算制度を確立)

7 大藤省に国{質寮設置 1882明治 15 3 松方「正義、紙幣務理に関し中央銀行 1 添人勅諭公表
7 地租改正条例布合(地価 3/100を地 の設丘、外国為答取引、金銭輸出入 3 立憲改進党結成{総理・大限軍制)

組とす) の円滑等を建議
8 第一国立銀行開業 6 [J本銀行条例制定(10月開業)
8 第一国立銀行紙幣発行布告(5種)
12 第五国立銀行(大阪)開業 10 いわゆる征韓論の廟議あり、最後に 1883明治 16 4 日本銀行に同準金取扱方布達
12 第四国立銀行(新潟)開業免許(7年 国政調整、民力休養の勅旨下る 5 間立銀行条例改正(発券銀行から預

3月開業) 金銀行へ切符に靖子)
大蔵卿 12 金穀IH納順序を定む 7 改正煉1ft税目IJ実地 7 1宵報第 1号発刊
大隈重信

12 ，!JUJ 道鉄道公{賞式iE発条例公介i(2，帥O
1874明治 7 (凱:io) 2 新鋳鋼1'i:幣発行 2 佐賀の乱起る 万戸1.1!'1JJii線を後に東海道線に変更)

251 
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酉鹿~号年 内閣 蔵相 蟻 会 財政・金融・経済 一 般

1884明治 17 5 免換銀行券条例制定(日本銀行に銀 1 官吏恩給令制定

貨免換の銀行券を発行きせることと

なる)

7 経費金支出条例制定(18年度実施)

10 大蔵省、会計年度の期間改定(4月か 10 秩父事件起忍

ら翌年3月までとし19年度から実施)

1885明治 18
(以下大蔵大臣〕

3 歳入出予算条規、歳入出科目条規制 4 天海条約調印

ー・・--------ーーー・--- 定(19年度から施行) 5 府県栴j公布

l列18.12 松方正義 5 日本銀行、党換銀行券10円券発行 12 内閣制度制定
第一次

(自狂的1886明治 19 伊藤 2 各省官制通則制定、各大臣の職権規
3 税関官制嗣j定 定

6 海軍公債証書条例公布

8 登記法公布

1887明治 20 3 所得税法公布(7月施行)

7 横浜正金銀行条例公布

12 東京手形交換所設立

1888明治 21
-・・・酎・・・~-.. ~- _..帽 a・ 1 山陽鉄道会社設立免許 3 市制・町村制公布
明21.4 7 免換銀行券条例中改正、保証発行額 4 枢密院設置
黒田 を7，000万円と定む

1889明治 22 2 会計法公布 (23年 4月施行) 2 大日本帝国憲法公布

-・・・ー-----・・・・・・・ S 国税徴収法公布(4月施行)

明22.12 5 会計検査院法公布 7 東海道線全通(新橋一神戸)
第一次

1890明治 28 山脈 2 免換銀行券制限外500万円発行認可

3 作業会計法公布 4 商法公布
5 党換銀行券条例中政正(保証発行額 5 府県制、都制公布

を8，500万円に増額)

6 官吏恩給法、軍人思給法公布

8 郵便貯金条例公布 (24年 1月施行) 7 米シャーマン反トラスト法制定
8 銀行条例、貯蓄銀行条例公布 (26年 7 第 1回総選挙

7月施行)

第1回通常 9 税関法公布 (11月施行) 10 教育勅語発布
(明23.11開-24.3閉)

1891明治 24 S 新東京手形交換所設立、開業 5 大津事件
ー..・・_..._・・・・・・・・. 第2回通常 8 大蔵省、主計、出納の両局合併、主
明24. 5 松方正義

(明24.11開-24.12解) 計局と改称
第一次 (izi) 松方

第3回特別

1892明治 25 ----ーー・・・・------ー-
(明25.5開-25.6閉) 6 鉄道敷設法公布 2 選挙大干渉

日月25. 8 渡辺国武 第4図通常

1893明治 26 第二次 (明258) (明25.11開-26.2閉) 1 衆議院の経常費、軍艦製造費削減問
伊藤 明28. 3 題化す、詔書換発

第5副通常 10 富岡製糸場官制廃止、三井に引渡す

(明26.11開-26.12解)
1894明治 27 2 大蔵省、初めて銀行検査官を派遣

第6回特別j 7 日英改正通商航海条約調印(8月批准

(明27.5開""'27.6解) 公布)

8 朝鮮事件費に関する財政上緊急処分 8 日本、清国に宣戦 (7月に開戦)

の勅令公布

8 箪事公{責条例公布

第7回臨時 10 臨時軍事費特別会計法公布

(明27.10開-27.10閉) 11 日米通商改正航海条約調印(28年3月 11 旅順、大連陥落

公布、 32年 7月施行)

第8回通常

1895明治 28 松方正義 (明27.12開--:28.3閉) S 市制、町村制改正公布

(明283) S 日清休戦条約締結

明28.8 
渡辺国武 4 ロシア、 ドイツ、フラシス 3園、日

(兼任) 本に謹東半島の清国還附を勧管

(明283)
10清国から第 1回賠償金74，143千円 5 日清講和条約公布

日月28. 第9回通常 受領 7 台湾と膨湖島の領有を宣言
(明28.12関-29.3閉)

1896明治 29 渡辺国武 S 航海奨励法、造船奨励法公布

(明28?)
S 酒造税法、営業税法公布

明29. S 禁煙草専売法公布 (31年 1月施行)

題歴隼号年 内閣 蔵揖 瞳 会 財政・金融・紐涜 一 般

1896明治 29 S 'J~ t:; J~f責条例公有i ¥ 1億3.5ωJif1l発 7 11消!W，si航海条約調印

tiillむ)
111129. 9 t'.¥かA)i;; .. H+勧業銀行法、農工銀行法公布
第.次 、緑H:) 10 純務i'l'.fII!.I.. j、純務争時設慣

i 松 Ji
(181299) お10lul通常

1897明治 30 l~j31. 1 け11129.12111-1-30.31'1-1) S ¥'t幣以;公骨i (10m誕地、金本位制 1 労働組介卵!成l，oJ¥'!'1公結成

1支館、，i:¥ S 足1{，鉱必i:'Jq干潟ttf:'J{会，iQ:-;i'i.
S I~ N.定本法、 1~f延(1""ボ i)~公作(32年 1

11 、 30 年 7}I~H)
S 1t<lftl徴収法改正公布 (7H施行)

4 台湾銀行法公:fIi(3211・9JJ開業)

8 11本勧業おHi開業
第111日!通1 10 ri ì1j ì凶 l~ に|則 1 る勅令公布

----ーー---_---ー-- (HJI30. 12Il1-J-30.12解)
1898明治 311 111131. 1 Jf: .1:緯 1 到u呼~ .II~: t.IJ.ヮピたbi1i

第三次 (均j311) 第12凶特別 6 政'(.r~1 Î'紙幣.ìillJlJ I発 11:ì)~公布 (32年 7 民法会制bi1i1i
伊藤

8J131. 6 
(明31.51別-31.6僻) 限り)

(十f時句t間1t3i I1 .R L161久) 
12 地m条例中改正公判j(.fl同~2.5%から

IIi街地5九その他3.3%へ)
第13fH1i泊'防

松方.iE義 (町J31.1lt持J-32.3閉) 1 r附託'-i::ヰ:法実地 l対英独仏条約改定
~1 ←大 (明3111) による新聞悦の実地)
山脈 ゆ133.10 2 )IJf1!付弘法改汁(法人所得にも課税)

3 }t換銀行券条í~~Itl改正(保証発行限

!支 ~';;';1~8 ， 500)jflj→ 1億2，000万円、

1I{{干1l7ij・.まてあ:t<) 

3 北海道:jMtlulHhL公布(33年4H開業)

s f;河・作業公f武i-l:公布

第14(!lJ.iill1吉 6 換:W :í~{戊 1.000)j ポンド発行 (4分利)
(明32.11開-33.2関) 9 tiM銀行開業 10 普通選挙期成l，i1盟会紡成

12 政府発行紙幣のi虚月J打切り 12 義和問事{牛起る

第15回通常 3 H*~業銀行法公布 (35年 4 月開業)
(明33.12開 -34.3閉) 4 北海道新殖銀行開業 9 伊藤博文 ;¥J..慾政友会を組織

jJ支;/1["1止に

いj33 町 3 o柑fi肖費税法公布(1011施行) 5 山陽線全通
I事134. 5 6 公{資財源事業繰延問題で総辞職

Il1l34. 6 ヂr~I編成JljJ 第16[[IJi凶1 10 ビール、アルコール飲料にも課税実施
第ーー次 (1列34.12開-35.3閉) 11η 
tt UJ139. 1 

1902明治 35 4 日本興業銀行開業 日英攻守同盟条約調印
11 税務管環局廃止、税務監督局設置

第17凶通常 (税務終'ff制改正) 12 米、パナマ運河の倫手IJ取得
(明35.12開-35.12解)

1903明治 36 第四国特別l 12 財政上の緊急処分勅令公布(軍事費 7 ロシア、満州開放に反対。fJ派戦も
(明36.5開-36.6関) 支弁) やむなしと報道

第19[郎通常

1904明治 37 (明36.12開-36.12解) 2 国j事債券発行規程公布(第 1回1億 2 日露国交断絶、対第宜戦
円、 3H実施)

第20回臨時 3 貴族院、臨時軍事費予算案可決
(明37.3開-37.3閉) 4 煙11-専売法公布(7月施行)

4 非常特別税法公布

5 lfi:貨公債 1，000万ポンド発行(第1
回6分利付)

6 煙草'!j光局官制地行

7 台湾銀行先換券発行(金本位制実

施、台湾 1円銀貨通用廃止) 8 賞海海戦

第211"lil!I'ii¥' 11 英i聖公偵1.200万ポンド募集(第2回)

1905明治 38 (明37.llr~J-38. 2 rM 
1 相続税法公布 (4月施行)

1 溢専売法公布 (6月実施) 1 旅順開城
1 非常特別税法改正公布 5 日本海海戦に日みうと勝、戦争のゆ電話
1 臨時軍事費予算7億円追加公布 きまる
S 英貨公債3，0ω万ポンド発行(4分半網目 9 日露鱒和条約調印(無鰯f賞、俊論騒然)

11 日]障協が~ (緯国保議条約)調HI
-・.ー・・・ーーーー・・ー・・ 第221H]通常

1906明治 39 明39. 1 
阪/明谷39芳1郎¥ 

(明38.12問一39.3r羽)
第一次 (明ι~) 3 国償援理基金特別会計法公布(戦争
西隠寺 による婚加国債の償還方式を立てる)
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1906明治 39 3 鉄道国有法公布

非常特別税法改正(戦時臨時税を椛

常税に切券え)

3 八幡製鉄所拡張計画案、議会通過

5 臨時事件費特別会計終結 6 講和条約により南棒太領有

7 南満州鉄道株式会設立勅令公布 (11

月設立、総裁後藤新平)

11 国際無線電信条約調印

第23凶通常

1907明治 40 (明39.12開-40.3閉) 3 貨幣法中改正(銀貨改鋳)

3 英貨公債2，300万ポンド募集(5分利、

借換のため)

3 関東都督府、樺太庁各特別会計法公

布 (40年度から施行)

7 大連海閑開設 7 日韓協約調印(内政監督権掌握)

10 専売局官制施行(煙草専売局、樟脳 0 この年スト争議百数十件に達し、明

事務局、塩務局を統合) 治年間最高となる

第24[11)通常・

1908明治 41 松Iil.1トー久 (明40.12閥-41.3閉) 3 酒造税法中改正等施行(増徴実施) 3 青函航路開設

ー・・・--輔ーー圃蝿ーーー・ a
(兼任) 8 校内閣新財政計画発表、国債償還計

明41.7 (自411) 画樹立 10 条約改正準備委員会設置、官制公布

第二次 41. 3 11 日本興業銀行外債2，000万円成立

ft 訟日1iE久 12 満鉄外償2，000万円成立

(明413) 第25幽通常

1909明治 42 明41. 7 (明41.12開-42.3閉) 3 遠洋航路補助法公布 (43年施行)

(佐自(兼;;任太)郎~) 4 関税法を台湾に施行 5 新聞紙法公布

7 韓国中央銀行に関する日韓覚書調印

(韓国銀行設立、第一銀行の発券業

務当|縦) 10 伊藤博文、ハルピンで暗殺さる

11 大蔵省官制中改正、関税局、国債局設

置(臨時国債整理局廃止)

第26図通常

1910明治 43 (明42.12開-43.3問) 2 日本銀行営業年限をきらに30年延長、

3，000万円増資(倍額)認可

2 2、3月にわたり英貨公債併換規程、

発行規程公布i，2億円(4分利へ)

4 関税定率法改正公布 (44年7月施行)

4 仏貨公{寅4f;意5.000万フラン発行(4

分利)

5 英貨公{賞1，100万ポンド発行(4分利) 5 いわゆる「大逆事件」発覚

7 政府、欧洲諸国との現行通商航海

条約破棄 (44年 7月限り)を通告 8 韓国併合の日韓条約調印

10 朝鮮総管府特別会計設置施行

第27国通常

1911明治 44 (明43.12開-44.3閉) 1 満鉄外債6，000万円成立

2 日米修正通商航海条約調印(7月発効)

S 朝鮮事業公償法公布 3 工場法公布

S 朝鮮銀行法公布(8月施行、韓国銀)

-ー---・・ーー・・ーー・.-.....帽. 行を改称)

明44・8 山本達雄 4 貨幣法を台湾、樺太に施行

第二次 (貯:お 4 日英通商航海条約調印(7月発効) 10 清国に辛亥革命起る

商思寺 第28周通常

1912大正 1 (明44.12開-45.3関) 1 中華民間成立

(明治45) 司司'岨・・・・ーーー・・・・ 第29図臨時 7 日仏銀行設立 7 明治天皇崩御

大1. 12 
若(実槻上礼次的郎

(大 1.8開-1.8閉) 8 友愛会(臼本労働総同盟の前身)成立

第三次

1913大正 2 林: 第第((大33大01同回21通通1222常常聞聞 -2.3 聞) 5 所得税法中改正、第 3縄所得に対し 1 憲政擁護運動高まる

大 2. 2 高橋是清 -3.3閉) 超過累進率を適用

第一次
(大22) 6 大蔵省官制改正、関税局、国債局廃止 10 中華民国を正式承認

山本 大 3. 4 
第(32問臨.5時関

1914大正 3 大 3.5ml-3.5間) 1 十五銀行、泉室特定銀行に指定 シーメンス事件暴露

a・・・・a司・・・ーー・・ー・旬噛 第33回臨時 3 貧衆両院の海軍補充費削減で予算不 6 第一次世界大戦起る

大 3. 4 

(支;:;)
(大 3.6開-3.6閉) 成立、内聞総辞職 8 日本、対ドイツ宣戦布告

-第二次
第(大34回3臨.9時鴻-3.9閉)

5 蔵相、非募債方針声明 10 大限首相、 2個師団増設、軍艦建造

大限 計画を貴衆両院議員に説明
第35図通常 12 衆議院、師団増設案を否決、衆議院
(大 3.J 2開-3.12解) 解散

1915大正 4 1 米価調節に関する勅令公布施行 1 対支21個条要求提出

西歴年号~ 内閣!蔵相( 臨 会 財政・金融・経済 一 般

1915大正 4 I1第36[IlJ特別 6 無尽業法公布 (11月地行)

(大 4.5開-".6閉) 6 国債監理基金特別会計法中改正(最

少限度 3.0伺万円の償還J基金繰入を
式市時敏 者~37[!ll通常 法定)

(大48) (大 4.11問-5.2閉)
1916大正 5 大 5.10 4 大蔵省、銀行局を新設

7 簡易生命保険法、同特別会計法公布

(10月施行)

7 改if銀行条例、貯蓄銀行条例施行
主内 11ご ~1 9 ロシア大蔵省医券 7，000万円(第2 9 工場法h'8itf

Y I村 (荻H:) 闘)引受契約制印発表

(大 510) 第38問通常 一一一一
1917大正 6 大5.12 (大 5.12関-6.1解) 6 日本銀行団、仏関同公債 5.0∞万円

発行苦l受刻印
第39回特別 7 軍事救S護法公布 (7年 1J-U血行)
(大 6.6関-6.7閉) 7 製鉄業奨励法公布(9月絡行)

勝 m主計 9 物価調節令施行

(大53 9 ロシア大蔵省証券 1億円政府守i受絢印
大7. 9 ~貨幣、金地金愉出取締大蔵省令公布

(金輸出禁止)

9 日;本興業、台湾、朝鮮の 3銀行、主 11 ロシア十月厳命勃発、ソヴ i r ト政

那交通銀行に2.000万円貸付契約 機樹立
第¥40凶通常

1918大正 7 (大 6.12f翁-7.H月) S 戦時利得税法、所得税法中改正、病

造税法中改正各公布・

|夫?;-je S 市町村義務教育費国庫負担法公布
高橋是清 5 蔵相、銀行合同奨励訓示

1京 (交79) 8 米騒動おこる、緊急勅令で穀類似朗令 8 政府、シベリアtfl兵を官脅
10. 11 

公布(強制買収に1.000万円責任支出) 11 連合問、 ドイツとの休戦条約に調印
9 日本め銀行団、対支諸借款締結 12 大学令、高等学校令公平行(この1f.か
10 朝鮮殖産銀行設立 ら大正末年にかけて新.i1t股多数、こ
12 免倹銀行券発行高10f.意円を越す とに高等専門学校多し)

第41図通常 町一
1919大正 8 (大 7，12関-8.3閉) 8 たばこ小売価格引上げ 4 道路法公布

8 1年:外正貨多額となり、発行単傭繰入 6 I捧和条約調印、(9王子 lJ1批准)
れの当斉論議となる

10 政府、物価調節等の諸政策決定発表

12 正貨現在高20億円を越え¥免換銀行

券発行高15億円台となる 12 各地で普選運動盛ん
第42図通常

一一1920大正 9 (大 8.12開-9.2解) 2 鉄道運賃値上 1 間際連盟成立
S 株式その他各市場ー斉崩落、戦後の 2 普選法案上料、衆議院大j弘首しの末、

反動恐慌始まる 解散
S 戦中戦後の物価上昇著し〈、指数400

を越す(明治33年=100)

4 各地で銀行取付起こる、日本銀行財 S ソヴィェト・ポーランド戦争怒る
界救済融資1億2.000万同を決定

4 内閣、租税および'金触に関する臨時

調査委員会設置を決定

5 鉄道院を鉄道省に鉱光司官僚l公布 5 日本最初のメーデー
第43副特別 7 貨幣法中改豆、小額紙幣発行法律公布
(大 9.6凋-9.7閉) (5繊銀貨縮小、5、10銭白銅貨新定)

8 所得税、酒税増徴に関する法律施行

8 電信事業公償法、道路公償法公布

8 文宮増給令公布(平鈎 7銅)
第44図通常

(大9.12開-10.3閉) 1 貨物運賃引上実施

ドイツ賠償金に関する連合国協定成

立、日本受取は 8億4，100万円 4 郡制廃止法公布 (12-4'-4月纏行)
4 米穀需給調節特別会計法公布 6 伊ファシスト党結成

ーーーーー司陣 E・ー_.---ーー 4 国有財産法公布 7 ヒトラ一、ナチス党首に就任
大10.11 高揚是清 4 会計法改正公布 J1 ワシントン会膿開催
高橋 (兼任) 4 貯蓄銀行法公布 (11年 1月地行) 11 原嘗紹刺殺さる

(大102 第45回通常

1922大正 11 大11. (大10.12開-11.3関) 4 南洋庁宮制、同特別会計法施行 2 ワシントン会議終了、海軍箪備制限
--------唱曙---・・ーー. 4 鉄道敷設法公布(鉄道建殿促進国る) 等各条約調印
大11. 6 市来乙彦 4 貨幣法中改正 (50銭銀貨改造)

加藤(友) (大116) 5 内問、 12年度予算緊緒方針を決定
犬12.9 

6 政府10月までにシベりア撤退を声明

お5
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. 
1922大正 11 9 B本銀行、花外正aを}(:換券発行3許

備から除外実hlIi

12 銀行取付各地に起こる、大蔵符財界

第4611l]j瓜常 救済方針声明 12 ソヴイニト社会主義共和国連邦成ま

(大11.121羽-12.3閉)

1923大正 12 1 郵便貯金高10億円突破

4 市町村義務教育賛同時1i'i.1H.法改正施

行(調繁的負担1方法を採用)

4 所得税法中改正等施行、諸税務理

. 干'" ・・ ーーーー
4 恩給法公;(p(l0J!施行、'i"f吏恩給法

大12. 9 11:1'市之助 等廃止)

第 Aょ (大129) 9 !長災に対処してモラトリアム実施 9 関東大政災起こる

I11 +: 大13. 1 9 日本銀行の手形割引によるtH失補償

の緊急勅令公有j(1億円限度)

11 閣議、復興予算 7億300万円、7か年

事業を決定
第47[11]臨時 11 ドイツ紙幣大暴落 11 国民精神作興に|羽する大紹換発
[大12.12開-12.12閉) 12 髭災善後公償法公布

第48[11]通常

1924大正 13 )，13. 1 Ij阜111: i: rl l' (大12.12開-13.1解) 1 閣議、各省復旧予算 4億5，OOOJi円、 1 第2次選悲運動発足

it'j' ;翁 (大131) 公債発行13{意4，000万円決定

大13. 6 2 大蔵省英米市場で外債成立と発表(5

第49副特別 {意5，000万円、6分半利)
--，ーー ---_.._---

iJi: 11雄 7.' (大13.6開-13.7閉) 3 対米為啓棺場低落続〈 7 メートル法実施)，13. 6 

加藤((:j) ( 大大1 3 6 1 j 9 行政竪理に関する」与党三派の整理案

15. 6 第50副通常 決定

(大13.12開ー14.3閉)

1925大正 14 1 政府、夜外正11払下げ始める
ソヴィェト、 トロッキー失脚、スタ

S 大蔵省、税制整理調完全設置 ーリン勢力維立

S 大正 3年臨時軍事費特別会計終結 3 官二j虚選挙法案、 I品j院通過

4 預金部預金法、預金部資金運用規l!iJ 4 ;'fi安緋持法公布

施行、大蔵省に預金部設置

4 農商務省を農林省、商工省に分割

4 犬蔵省、地方銀行の合同等を奨励

5 同有財産整理局を廃し営純符Rlf，~j を

新設

8 政府、国税悠理案大綱、地方税繋君主 8 内務ri労働組合法案を発表

原案決定

9 正貨現送始まる

10 大蔵省、商原借款、利払借款解決案

を決定

第51図通常 11 たばこの値上げ実施(約 2割)

(大14.12開-15.3閉)

1926昭和 1 4 国税、地方税整理諸法律施行 3 日本農民党結成

(大jI15) 4 金融制度調査準備委員会成立

5 関税調査委員会官制公布 7 工場法施行
ー・ー・・・・・ー・・・・...

早 速 整 爾 9 金融制度調3整会宵制公布 8 日本放送協会設立
大15. 6 

第一次 (大156) 10 正貨現送再開

若槻
大15. 9 10 大蔵省、剰余金のー-部を凶債償還資

片岡直 j品
第52回通常 金に充当決定 12 大正天皇崩御

(大159)
(昭1.12関-2.3閉)

4体

1927昭和 2 昭 2.4 1 大蔵省、震災手形整理ー法案成案 2 憲政会・政安本党の提携成立

司司-------岨町四 ・"・
S 渡辺銀行、あかぢ銀行休業、金融iJ-I:

lIH 2. 4 肉橋是 i青 乱始まる

問中 (昭24) 3 日本銀行非常貸出始める

昭 2.6 3 国債整理基金特別会計法中改正(国

債償還促進を策す)

_..土忠、造 S 震災手形処理法、麓災手形損失補償

(昭21)
公償法公布(5月施行)

lIB 4. S 銀行法公布(3年 1月施行)

4 免換銀行券整理法制定(滅失銀行券 4 蒋介石クーデタ一、悶民政府成立

の整理案を決定)

第53周臨時
4 台湾銀行調査会設置、台湾銀行救済

(昭 2.5開-2.5閉)
の緊急勅令案杏決

4 3週間のモラトリアムの緊急.勅令公布

5 日本銀行特別融通及損失補償法公布 5 リンドパーク大西洋横断飛行

第54図通常 5 大蔵省、銀行局に検査課を新設 6 立憲民政党成立

(昭2.12開-3. 1解 8 大蔵省、地方銀行合同促進を図る

12 東京地下鉄営業開始
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西歴年号1f. 内閣 蔵相 慣 会 財政・金融・鰻涜 一 般

1928昭和 3 1 銀行法_1J: 2 初の持通選挙実地

4 I1J東1111毛、5~Jì舟商事件起る、この後
都55[11]特別 10 大蔵省、地制、'ぽ業収益ま純の地Ij会 中国の対日感情感化

I B{{ 3.4開-3.5閉l 織に11'う悦命IJ唱1t.Pl!:案要綱決定 10 ・ノ連続 ';;，;.Jiか1f.，H防i開始

者~5611l]通常

1929昭和 4 (H{{ 3 .12開-4.3閉) S 肉悦fo&農法案、 u長院で審議本了

S 糸価安定倣習を補償法公.f!i(9fl施行)

4 製溢j也事ljlJ. 4 1'1・v-. rr 大学'J'f命11 公命、'1':・ \~/: 大γ 多段

事長E事災bOi) 紋.l'f.

6 拓務省新設 6 中国|剖民政府を検J2.

7 浜u内閣 l'大政制発炎、金tiHI解然、

...ー一・一一一・・・・・・・・ー-- 財政緊鎖、主転倒骨折|限、 公イ寅笹却r専
H({4 .7 :;1:上滋之助 10 W夜減俸声明(反対強〈後に撒刷)

i賞rJ (E;;) 10 ニューヨーケ隊式市鳴大暴様、 f世界

恐慌始まる

11 横浜正金銀行、英米財問主 1億円の

第57[uj itfi常 クレジァト契約刻印

(附 4.12開-5.1解)

1930昭和 5 1 金輪出解然実地

第印刷特別 5 笑貨公{貨2億6.440}jfllf持検(5分半利) 4 ロンドン潟、'1(if(*，il条約調1:11

(附 5.4開-5.5閉1 5 1五l際決済銀行開業

7 政府、 rf吏旅費1制 5分減給実施

B 内務省、大蔵省、 61f.度予算制成も

緊縮 }j針保持を地Iiへ指I']~

11 政府、6年度予算概算決定、箪鰍条約 11 浜口首相nt験きる

に基づく j毎主事補光3十防i3惚9.400万

12 政府、失業救済公債3，400万円発行決定。世界恐慌日本に波及(昭和恐慌)。この 1年に正貨減少3{.意8.354万円、政

容~5911l)通常 府fifr1'j.{t:外いずれもがJ半減

(昭 5.12開-6.3間)

1931昭和 6 2 煙草売制規QIJ中改正、たばこ賞営実施

S 地猟法制定(地組条例を改正し課税

標植を地価から賃貸価格に変更)

3 軍縮条約に応じる減税法公布(平年

-・・・・ー・・・ー『・・ー... 度約2.500万円)

HB 6.4 井上準之助 4 重要産業統制法(カルテル・トラス 4 スベイン、第_.• ~次共和国 fえな
第二次

(語i:h) ト結成助成)

京・ 槻 6 宵吏減俸実地(節約額約1.000万円)

8 政府、経費節約3，500余万円を決定

叩 正貨の対米現送始まる、正貨減少急調 9 満州事変起る

第60同通常 12 金輸出再禁止

(昭 6.12開-7.1解) 12 銀行券の金~t換停止令公有i

ーーー・・瑚・・ー・・・----- 0 農村不況深刻化

昭 6.12 高 橋 是 清 o 6年中の正貨減少約 4億円.臼本銀

犬養 (昭612) 行の正貨準備~に激減
HB 7. 5 

1932昭和 7 1 減償基金繰入停止、事件関係諸費用

...司・ー----.-_ー"ー値
調達の公債発行の緊急勅令公布 3 j前外|国建国)"('a

昭 7.5 高橋是清 6 免換銀行券条例中改正(保証発行限 5 犬養首相遭難、 3i.・ <fi.事{す

策藤 (富7.5)
度を1億2，000万円から101.意向に拡張)

9. 7 6 7年度予算追加 3億円余、公{賞金収

入 3f意6，454万円を計上

第61悶臨時 6 衆議院、時局[五救決議案を可決

(昭 7.3開-7.3閉) 7 資本逃避防止法公布、地行

第62回臨時 9 時局医救予算公布(民救計画支出産!~ 9 政府、満州国承認、共同防衡を声明

(昭 7.5開-7.6閉) 8億円、 7年度公償金収入 6億円を超

第63回臨時 過積観的亦字財政はじまる)

(昭 7.8開-7.9閉) 10 政府、精税を見合わせて公償財源に

よる 8年度予算綴成の方針決定

11 大蔵省、預金部管制公布、外局とし

て独立、 7地方に支邸を開設 12 日中両国箪、山海聞で衝突

第64回通常

1933昭和 8 (昭 7.12開-8.3閉) S 米穀統制法公布、米穀需給梼節特別 1 ~!虫、ヒトラ一政権獲得
会計法中改正(公{貸借入金の限度を

拡張)

3 外国為替管理法制定(資本逃避紡止 S 三陸大地震

法廃止、 5月施行)

4 日本製鉄株式会社法公布(9月縮行)

2157 



酉歴年号年 内閣 蔵相 種 会 財政・金融・経漬 一 般
商塵年号 SF 内閣 離椙 強 会 財政・金融・経済 一 値

一一_，--一一 一一一一一一一一一一

1933昭和 8 5 大蔵省に外国為待管理部を新設

9 í~幣法中改正施行(メートル法の実
施、 10銭 5銭ニッケル貨発行)

第651Hl通常
1934昭和 9 (昭 8.12開-9.3閉) 3 製鉄所特別会計法廃止

3 9年度予算成立、海軍第2次補充計

凶i実施へ

4 通信事業特別会計法施行 4 帝人事件起る

4 日本銀行金異入法制定(産金を奨励)
第66[tJ]臨時 4 貿易調節及通商擁護法制定(5月施行) 9 室戸台風関西を襲う

------宇一一一--.-母国 畠 (昭 9.11開-9.12閉) 11 政府、臨時所得税創設決定
H{19. 7 藤 nj''( 1，パ 12 臨時議会、宗戸台風災害復旧予算を 12 ワシントン海軍軍縮条約再疎を神l
附/fl (昭97) 第67凶通常 ゑ認 に通告

a{{9.11 (昭 9.12開-10.3閉)

1935昭和 10 3 臨時利得税法公布(政府原案修正)
向橋Jt.i青 5 内閣審議会設置(会長総理大臣)

(昭 911) 11 軍部予算をめぐり予算編成難航、蔵 8 政府、国体明徴声明
UN!l. 2 本11公債漸減方針を貫〈 10 イタリア、ヱチオピアに侵入

11 窮乏町村財政援助費2，000万円の予算 11 全日本労働総同盟結成

化決定

第68凶通常

1936昭和 11 HlJ IH忠治 (B({lO.12開-11.1解) 1 海軍軍縮会識を脱退
(兼任) 2 J重臣多数暗殺、二・二六事件

(HEll2) 4 大蔵省、公債の低利借換(3分半利 3 広田内閣新政綱発表(同防充実等)
昭11. 3 へ)方針決定、この年の借換21億円を越す 3 メーデー禁止

--------ーー・-----・ 第69同特車Ij 9 大蔵省、税制繋理業大綱]決定 11 日独防共協定締結
H{{l1. 3 

馬場銭』・ (昭11.5開-11.5問) 11 政府、12年度予算案決定、30億円突破 12 日伊協定締結
広l!1

(昭113) 第70回通常

1937昭和 12 昭12. 2 (昭11.12聞-12.3解) 1 大蔵省、税制改革関係法案議会提出 1 ~t':封内閣実現せず

-__.・・・・・・・・・・ a剛... (いわゆる馬場税制)、後に内閣総辞

P[{12. 2 結城豊太郎 職により撤回

林 (昭122) 3 12年度再提出予算案成立、 28(志7，214
昭12. 6 万円

3 臨時m税I曽徴H::等公布(4月地行)

..・ー一-一ーー..ー..ー.圃..・.. 3 アルコール専売法公布 (4H施行)
昭12. 6 賀屋輿宜 5 大蔵省に為務局設置、外同為替管珂:
第..・次

(昭12;)
音I~I発止

近衛 昭13. 5 企画庁設置、蔵相総裁を兼務

第71回特別 6 賀屋蔵相、経済三原則を示す

(昭12.7開-12.8閉) 7 税制調査会官伽l公布(15年に改正笑行) 7 日撃事変起こる
8 金準備評価法公布(750/290に評価換)

金資金特別会計設置、産金法公布

8 北支事件特別税法制定
第72国旗時 9 臨時軍事費特別会計設置 9 米、ニューディール宣言
(昭12.9開-12.9閉) 9 臨時資金調整法公布(設備資金統制|へ)11 日独伊防共協定締結

10 企画院設置 12 日本軍、南京占領

1838昭和 13 第73図通常 1 厚生省設置
(昭12.12開ー13.3閉) たばこ値上げ

3 支那事変特別税法等公布(4月施行) 3 ドイツ、オーストリア併合

1939昭和 14 ーーー ..・ー・・・ー・ー 7 米国、 6かflH，'で1I米通商条約礎 7 凶i込徴m~l'"公街地h
昭14. 8 向，*.....'13 棄を通告 9 ~府:次iIt:軍事大戦蛤まる
阿部 (昭148) 第75凶通常 10 価格等統制令公布

日召15. 1 (昭14.12開-15.3間) rー←.-ーキ畑山ーー一ー-ー一ー一一 ー一一一一ー一一一一一←一ー一千一一 一一ー一ー-ー・曲且畠自 a一一』一一一千ー一ー...・.
1940昭和 15 昭15. 1 S 所得税法改正増徴(分獄、総合に区分)

米 内 桜内幸雄 S 法人税新設、繍続改正、総税体系改まる

(昭151) S 地方分与税制度政定(特定!司純収入
昭15. 7 の定取分を地方へ網繁配分)

-ーーーー一ー一ー一ー・一・一ー一------ S 義務教育費の負担1を市町村から逃府
E百15. 7 t面I 回烈l 燥に移し、闘の負tn.H訟を変世: 9 H秒、伊 .1吋I，;J問調nJ
第二次 (昭157) 10 会社経理統制令、銀行等資金返月J令 10 大政演賞会結成

近衛 I!lH6. 7 公布(運転資金め統制をe擁立) 11 紀Tl;.:千六百年悦賀h喉

第76凶通常

1941昭和 16
ー・・・・・・ーー-ー------

(昭15.12欄-16.3悶) 5 貿易統制令公布 4 Hソ'1'.¥1.条約成v:
日召16. 7 小倉正 f亘 7 大蔵省機構改革、会料費~設浪、fi'i~ 4 H本¥(;Ij;JE.r¥に 11tまる

第三次 (昭167) 部資金局をT賃金部とし、純務理主唱fkJ
近衛 昭16.10 第(77Hl臨1時開 を拡充して財務同とする

ーーーーーーー・・・・ー-----
昭16.11flf.l-16.11閉) 7 米国、カナダ阿国、日本資1訟をiJl(trr'i 8 H本"I(、(ムvQI:IJI在主制iにj並署l

I!sI6. 10 賀屋輿立 第(78回臨2時閥 11 間接税大幅J:M徴の法律 J~ .fIJ 12 H 本、 *・ ~I由i!lil に '.~l・戦

東条 (昭1610)
昭16.12flf.l-16.12関) 12 大蔵省に監E理局設質、会社都機11: 12 ハワイ、?レ--i'"海戦

日召19.2 
第(79回通.12常開

1942昭和 17 昭16.12flf.l-17.3閉) 2 戦時金融金庫法、商万開発金庫法制定

2 日本銀行法制定(日本銀行条例、党検銀

行券条例礎止、管河通i雪崩1J度にU1J')

第(8昭0回17臨.5時閣-17.5閉)
5 全国金融統制会殺虫 6 ミ γ ドウエーー海戦

11 行政機構改鉄、大東唾l省設賞、大i畿省

に総務局、外資局、i却でIl'i省局、資金

主誌を設け、為待問、i五Ih;貯蓄奨励局、

預金部I発l上

第(81回通.1常2開
1943昭和 18 昭17.12ml-18. 3閉) 3 外i'tf質処王手司法会.{jj 2 ガダルカナルからめ:it主

S 間接諸税大幅増徴の法律公崎i

4 政府、緊急物価対策要綱を決定、 J材

第(8昭21問8臨.6時開-18.6閉)
産促進を鎖す

11 編集・省、農商省、運輸i虚日省設誼、

第(8昭3回18臨.10時開-18.10閉)
大蔵省lニ銀行保険財政置、資金局、

石渡義太郎 監理局、銀行局廃止、内閣印刷局を

(Eif?) 第84回通常 大蔵省に移安 12 徴兵遮令19;.tにヲi下げ

(昭18.12開-19.3閉)

1944昭和 19 ・・--------・ー-ー・・ 2 諸説大幅増徴の法律公哨i 6 迎合同宣匹、サイバン島占領
目白19. 7 石渡荘太郎 第85回臨時 10 徴兵通令18オに号i下げ
小磯 (昭197)

昭19.9凋-19.9閉) 10 米原レイテ島上陣。
BB20. 2 

第(8昭6図19通.12常開-20.3間)ー・..・・・・・・..幽・・ F・
2 外資金庫法公布1945昭和 20 日召20. 4 津島秀一

昭鈴20.木8 
(昭202) 第(8昭72回0臨.6時関-20.6閉)

4 共同融資銀行開業 5 ドイツ無条件降伏
日目20. 4 8 政府モラトリアム行なわずと声明 8 広島、長崎に原爆投下

東久逓
第(8昭82回0臨.9時開-20.9閉)

9 GHQ軍需生産会面停止を指令 8 終戦の大紹機発

昭20.10 
(広昭昭瀬2200豊.48作) 

11 GHQ持株会社の解体に関する覚書 9 日本、降伏文終に調印

幣原
第(8昭92回0臨.11時開-20.12解)

(財閥解体)

12 労働組合法公布

4 恩給金庫法、庶民金庫法公布 4 国家総動員法公布(5月施行)
4 ~l:換銀行券の保証発行限度拡張(7億

円増額)

4 電力国家管理実現

池田成彬 4 大蔵省に国民貯蓄奨励局を設置

(昭135) 4 北支那開発株式会社、中支那振興株
日召14. 1 式会社設置の法律公布

6 臨時通貨法公布 (50銭紙幣、各種補

助貨幣を決定)

7 正貨準備中 3億円活用で、日本銀行
に外国為替慕金勘定設定

9 日本産金振興株式会社設立 10 武漢三鎖占領
第74図通常 11 アルミニウム貨発行(1銭) 11 政府、東亜新秩序建設を表明

-凶圃._--_1..・ーー--_--- (昭13.12開-14.3閉)

1939昭和 14 Bs14. 1 石渡荘太郎 S 支部事変特別税、臨時所得税各増徴
平沼

(昭141) 法律公布

-昭14. 8 4 党換銀行券の保証発行限度拡張 (17
億円→22{意向)

S 政府、物価統制大綱を決定 5 ノモンハン事件勃発

1946昭和 21 (ZZ:3) 2 経済危機突破総合施策実地、預金封 1 天皇神格百定の紹勅
鎖、通貨切替、大蔵省戦待機構を改

(離す)
正、理財局、銀行局を復活

場ー凶岨ーー..ーーー-..---- 第(9昭02回1臨.5時開-21.10閉)
S 物価統制令公布

IIH2!' 5 6 ポーレ一大使、賠償方針込声明 5 桜東主質事裁判所開廷
第一次

(Eiki) 
8 日本興業銀行、復興資金貸出開始 5 食撒メーデー

吉岡 (復興金融金庫撃の前身)

8 政府、軍需補償打切を決定

第(91回臨1時開 9 21年度改定予算公布
昭21.11 Jm -21.12閉) 11 財獲税法制定

第(9昭22回1通.12常開-22.3解)
12 傾斜生産方式の採用決定 11 日本国憲法公布 (22年5JJ地行)

-・・ー喝ーーーー'"俳司伸・ーーー
〔以下新憲法下の国会〕

1947昭和 22 昭22. 5 矢野庄太郎 1 復興金融金庫開業 1 '?ッカーサー 2・1スト中止指令

片山 (Eiti) 第(昭12回2特.5別開-22.12閉)
S 財政法公布 4 地方自治法鳩行
4 独占禁止法公布

栗栖越夫第(2図22通.12常開 6 米、マーシャル・プラン発表 8 綾高裁判所発足

(喜怒:i) 昭 -23.7問) 7 新物価体系決定発表 12 改正民法公布
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西歴年号年 内閣 副会 樟 会 財政・金融・経済 一 般

1948昭和 23 昭23. 3 北村徳太郎 6 同有財産:法公布 4 ベルリン封鎖始まる

戸Hl H行23.3 6 物価改訂 6 昭和電工事件

-----_・ ・".ー噸・・・・ 第(3ltzl臨O時開 9 取引向税実施 7 GHQの指令に基き公務Hの団体交

日li23.10 
(込H附行l2l2l33F1-0 ) j 

H{l23.10flM -23.11問) 12 総司令部、経済安定 9原則を発表、 渉権禁止
第二次

第[H4Ii21143通.12常開-23.12解)
子第均衡、徴税強化等を指示

，'i 111 .12 

1949昭和 24 --_.・-._----ー・"ー 第 51l可特別l 4 単一一・為符レート(1ドル=360円)実施 4 北大西洋条約調印

H{124. 2 池川労人 U{{24.2開-24.5問) 4 米関対日後.D)J見返資金特別会計設置

第三次 (附242) 6 日本惇売公社発足 7 下山事件、三鷹事件
fl{i27. 10 

，'{ HI 6 [ill己全撤公庫開業 8 松川事件

第 6(nJ臨時 6 11i1税庁設;貫 10 湯川博士ノーベル賞を受〈

( u日24.10間一24.12f~)) 9 シャウブ純制使節団勧告書政府に伝達 10 中華人民共和国成立宣言

1950昭和 25 第第(1I{{24.12f~J-25. 5 問) 4 シャウブ勧{t;-税制改正災施

一25.71'1)) 6 住宅金融公w閣業 6 朝鮮動訴し起る

12 照令部資金の運用緩和 7 警察予備隊創設

。特;日妖2L起る 7 総評結成

-26.61'111 

1951昭和 26 tA(1 ー26.81干J)
日本輸出銀行|期業

4 資金巡IlIm;ft{Jt法地h(頂金部改組) 9 サンフランシスコ講和条約、平手1I条

部第(H{{26 .10tl~j -26.11 問) 4 欧州イi炭鉄鋼共同体条約調印 約調印、日米安全保障条約調印

-27.7問)
5 日本開発銀行開業

1952昭和 27

第第第(((昭1145 h2u7l 特通特1850常別別1開闘l 閥-27.8 聞) 

4 講和発効

5 I司際通iTJ，~ 令、 [EII努開発銀行加入承 5 メーデ一事件

ー・ー・，.・ー・ー.._---_
昭H1q6i22bb78l l ~283解)

認される 6 破防法公布施行

H行27.10 JI'J )1:忠 H古

1953昭和 28 第四次 (昭27 町 28.5 r.;，j-28. 8閉) 4 農林漁業金融公!単発足 S スターリン11:L
15f・fIl R{i28. 5 4 日米友好通i荷航海条約調印

-28.11閉)
-・・・ーーーーー司骨・ーー'" 9 lt'小司、業i'i:融公庫発足 7 朝鮮休戦協定調印

昭古第28五.I次R 5 
小笠原:jL郎 -28.12閉) 10 金融政策転換はかる(リ|締へ)

(昭282)
H~29. -29.6問)

1954昭和 29..------------_---
万m尚な

1 50銭以下の小銭を!発止 3 日米MSA協定調印

HB鳩第29一.次山12 
(昭2912)

8 カ・ 1ソ卜に力I1入

H{i30. 3 一30.1解) 一一

1955昭和 30 -ー--------------- 4 日本:，(:Il枕協定発効

Il{l総第3二O.次l U 3 
万問尚TE -30.7閉) 7 経済企l由i庁発足(経済審議庁改称)

(自303)
30. 11 

第第((2附2昭34凶3回0臨通111常2時聞聞~拍 12間)

8 1i炭鉱業;介開化臨時措置法公布

。 いわゆる「神武景気J(30年下期一32 11 日米原子力協定調印

----..・'..帽------- 年上期)

R{5鳩第3三O.山次11 一(~問百万3。1悶.尚登

30.12F，f.j-31. 6閉)

1956昭和 31 第(2昭5回31臨.11時開-31.12閉) 10 臨時税制調炎会 1，000億円減税方針 10 ハンガリー動乱、スエズ動乱
ーーー・----------ーー-
昭31.12 池間勇人

第(2昭63回1通.12常開-32.5閉)
決定 10 日ソ国交回復共同宣言

石橋 (昭317) 12 日銀券発行限度 6，500億円に引上げ

昭32.

1957昭和 32 ー，ー-----..‘'・ー・・・・・ 1 政府、積極財政方針を決定 1 南極予備観測隊オングルI:.'jI'.i持
a~第I32一岸. 次2 

池田勇人

(露見~)
S 欧州6か[主lEEC調印

32. 7 5 準備預金制度に関する法律公布

6 財政緊縮、景気引締へ政策転換(総

介緊急対策)

9 世界銀行、愛知用水借款契約調印 8 東海村原子炉に原子の火ともる

10 銀行券 5，000円券発行 10 ソ速、世界最初の人工衛星打上げωに

( 昭昭-Yi33H23i. 尚76登) 第第((2昭四昭733同国22臨通112時1常開聞-32.11閉) 
12 日ソ通商条約調印 成功

-33.4解)
。 いわゆる「なべ民不況J(32年下期ー

33年下期)

-ー・・・-----------.

1958昭和 33 昭第33岸二.次6 
佐(iE藤2栄:う作) 第(2昭93回3特.6別開-33.7閉)

S 関門国道トンネル開通

7 経済主主盤強化資金等の法律公布

第(3昭03凶3臨.9時開-33.12閉)
11 国際通貨法金借入の返済完工 10 フランス第 5共和制発足

(1億2，500万ドル)

第(3昭13回3通.1常2閣-34.5閉)
12 銀行券、 1万円券発行

12 西欧12ヵ図、通貨交換性回復

1959昭和 34 1 欧州共同市場発足

S 大蔵省、為待貿易自由化の方針決定

4 国民年金法公布 (11月施行)

第(H四1134回臨.6時開-34.7閉)
4 国税徴収法全面改正公布

6 銀行券発行限度を 8，000億円に事i上
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1960昭和 35

昭35. 7 
1 第』・;大

;也[1(

水i日三喜男

1961昭和 36i昭35.12 I氷山三1真男

| 第ーー次 I (昭35.12¥ 
1 池 111 1 '-昭37. 7 ) 

1962昭和 37

1963昭和 38I 

H召38.12 

第三次

1964昭和 39I 池岡

P~39. 11 

第一次

1965昭和 40I佐藤

1966昭和 41

国中角栄

(iiikh) 

第33凶臨時
{昭34.10問-34.12閉)

第34[ul.iurlt¥' 
(Hs34.12開-35.7閉)

第35制臨時
(昭35.7際-]-35.7関)

第36(q]臨時
(U{135.10開-35.10解)

第37[n1特別l
(附35.12開-35.12閉)
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(阿部.12開-36.6閉)
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第40凶通常

(H{!36.12開-37.5閉)

第41凶臨時

(昭37.8開-37.9問)
第42炉l臨時
(昭37.12開-37.12倒)

第431ul通常
(附37.12開-38.7閉)

第44同協時
(昭38.10開-38.10解)

第45回特別
I (昭38.12関ー38.12閉)

田中角栄|第46回通常

/昭38.12¥ I (昭38.12開-39.6閉)
l昭39.l1J 

第47倒臨時

田中角栄 IJ昭39.11開-39.12閉)

( )|第48回通常昭~~. l}i I "(昭39.12開-40.6閉)
昭40. 6 J 1 

第49凶臨時
(昭40.7開-40.8閉)

，第50同臨時
福田組夫 I'(昭40.10開-40.12閉)

(昭枕 ~2) I第51図通常
昭41.12J I "c昭40.12開-41.6問)

11 日米新安全保障条約調印

6 貿易為替自由化Jt州大綱を閣議了本 16 新安保条約抗;持~tIf ~1換、発効

7 銀行券発行限度 9，500億円に引上げ

9 ~融市111支謙作会、 H~銀行制度につ
いて答申 、

11 第:tH:銀業務|対的

12 閣議、 1 1i1民所得f:~ 1l't J f1陶i を決定

一一一一ー一一一一一一→-
3 海外経済協力集金業務開始

4 関税定率法改正公司i(プラヴセル関

悦~~t<; 分頬採用)

5 [1éI~~のtH:銀f汗款調I~I

6 &調、 I同事til皇 HIJit制~のr，: ql 今決定

6 農業総本法公骨i

9 OECD充足

9 政府、金融づ|締め、設備投資抑制等

のt五l際収si改持策および貿易rlftl化

促進討がIjを決定

10 東京等 3証券取引所で'di場第 2部発

足

一一一一十一一一ー一一一一一一一一一一一
1 ガリオア・エロア返済協定調印

2 戦後初のマルク偵発行鋼印

3 物価安定総介対策を決定

6 !I本・ EEC、関m相n引下げ協定

調印

9 輸入t'lltl1t.，I.'， fl批l‘大(Ilrfl化ホggf3())19 国廠lJii.Iti第 1り-火入れl'¥

10 キューパ事1'1".起こる

会 財政・金歯車・経涜 一 般

9 '7 Jl-シチ f つ.UIOK会談、'1'ソの

恵、見対;江激化

9 f資格湾台風

今 一一

5 9事Irjに"I('l~ 今一デター

11 新令融調節ん-式の'災地

11 ケネディ米大統領暗殺さる

10 L司鉄東海道新幹線開業

10 オリンピソク東京大会

10 英労働党13-4'...1:りに総選挙に勝つ

2 米機、.:It.ベト十ム爆犠開始

6 臼緯絵本条約調印

1 新規国償発行

し一一一一
1 rlソ航句史協定調印

8 金融制度調徒会、日銀制度要綱試案

を発表

9 副院側預金制度実施

9 ドル相場自由化実Mll

12 政府、経済審議会に長期経済計1則1'1'

成を諮問(所得倍I椅針耐)

。 いわゆる ry!p景気J¥34年干・期-40

年下期

2 IMF8条tlil移行勧合採抗

5 日銀、昭和28年度来実地の窓口規制

を廃止

7 日銀、高率適用を!発11

7 OECD珂.事会、日本加盟承llA.

8 日銀、ニコーヲーク連銀とスワップ

取決め

12 預金準!{.荷車引1:げ決定、金融引締め

に転ず

1 日銀新窓口規制実施

1 日本共同証券設立

4 IMF8条国に移行

4 ガット A'(d'H玉iに署名、輸出補助金

廃止

5 関税， -括引下げ交渉始まる

8 米、金利平衡税法成立

9 IMF、世銀総会東京で開催

10 補正予算財源に経費 3%節減を決定

12 預金準備率引下げ

1 証券保有組合発足

1 外貨準備2例意ドルを越す

6 H銀、山一証券に45億円の特別融資

6 政府不況対策に乗り出し、財政線上

げ支出、株価対策等の景気対策を決定

10 乗用車の鎗入自由化決定

(自由化率93%)
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西麗年号年 内閣 意相 構 会 財 政 ・ 金 融 ・ 経 清 一 般

1966昭和 41 2 東京証券取引所、公社債市場を 4年 2 第 1回物価メーデー

第52回臨時 ふ・りに再開 3 法務省住民登録集計による総人 [J

(昭41.7間-41.7閉) 8 石炭業の長期安定策決定 1憶を突破

8 100円、50円硬貨の白銅貨切符え閣議

了承

第(昭534闘1臨.11時開-41.12閉) 10 国債、東京大阪袖j取引所に上場

第(5昭44回1通.12常開-41.12解)
11 アジア開銀設立

水回三喜男 12 郵便貯金3兆円を越す

1967昭和 42
(語;;;?)

日銀、貿オベの対象に国債を加える
-・.-・--------ー・--. ことを決定 S 日航世界一周線の営業開始昭42. 2 

(水2田2三喜2男) 第(昭554回2特.2別開-42.6閉)第二次 2 経済社会発展計画 (42-46年)決定

佐藤 5 ケネディ・ラウンド交渉妥結 6 中東戦争勃発

.- 6 資本取引自由化基本方針を決定 7 米、デトロイト市に史上最大の黒人

第(昭564函2臨.7時開-42.8隣)
9 第22回 IMF総会でSDR創設を決 暴動起る

議

第(昭574回2臨.12時開-42.12閉)
12 ロンドン、パリ市場でゴールド・ラ

ッシュ再燃

第(5昭84図2通.12常開-43.6閉)
12 予算案作成に当り財政硬直化問題と

なる

1968昭和 43 S ワシントンで金プール7か国会議開

催、金の二重価格制にふみきる

4 証券会社、免許制に移行 5 仏、ゼネスト全土に拡大

第(5昭94匝3臨.8時開-43.8閉)
7 EEC関税同盟発足 6 小笠原諸島日本に復帰

11 欧州為替市場、フラン切下げ、マル

第(6昭04図3臨.12時開-43.12閉)
ク切上げ思惑による投機激化

(悩昭現4回3越夫
12 外貨議備高30億ドルに近づく

第(6昭14回3通.12常間一44.8閉)
0 経済拡大の局面続〈、国際収支も記

録的黒字

r 

1771 
i複製!

大蔵省百年史別巻

昭和 44年 10月 1 日 印刷

昭和 44年 10月 10日 発行

編

発

印

集

行

刷

大蔵省百年史編集室

財団法人大蔵財務協会

大蔵省 印刷局

発行所

東京都新宿区四谷本塩町2

財団法人大蔵財務協会

握替東京 126840 TE L (お3)Zlll--6 

262 


